
苫小牧市総合戦略推進会議
令和６年度第２回会議資料

令和６年11月13日（水）15時00分から
【苫小牧市役所5階 第２応接室】
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１．第３期人口ビジョン及び総合戦略の骨子(案)
に対する意見と対応方針について

２．第３期人口ビジョン及び総合戦略（素案）について

３．今後のスケジュールについて

本日の会議内容
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0１ ｜第３期人口ビジョン及び総合戦略の骨子(案)
に対する意見と対応方針について
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分類 委員からの主なご意見 市の対応方針 該当
箇所

企
業
誘
致

 ラピダスを中心に苫東は注目されているが、視察

に来るだけでも初期投資ということになるので、

何かしらの補助がないと、足を運んでもらえない

のではないか。

 千歳市にラピダスが出来て、千載一遇のチャンス。

これに付随して関連企業がもっと進出していただ

けるのではないか。

 ラピダスやデータセンターの立地など、今後も企

業進出が見込まれることから、基本目標「仕事を

つくり、安定した雇用環境を整備する」の施策

「進出・立地企業へのサポート機能の強化」にお

いて、企業進出の可能性を高める取組を検討する。

P10

子
育
て
支
援

 子育て支援や子育て環境の充実は、大切なことだ

と思うので、アンケートでも経済的な支援を必要

とする回答が多かったことを考えると、何らかの

経済的な支援というのも考えていく必要があるの

ではないか。

 基本目標に「結婚の希望を叶え、安心して出産・

子育てができる環境を整備する」を位置づけ、紐

づく施策として「子育ての不安感を緩和し、健や

かな育ちの支援」、「仕事と子育ての両立支援」

を掲げ、経済的な支援をはじめとする子育て支援

等に取り組む。

P10

結
婚
支
援

 これから人口を増やすには、出生率を上げる必要

があり、そのために出会いの場を設けなければい

けないと思う。

 マッチングアプリは、婚姻率の引上げになるとい

うエビデンスは出ているが、コミュニケーション

スキルによって離婚に至っているケースもあると

のことなので、そこも考えた上で、婚活支援を

やっていくと良いと思う。

 基本目標「結婚の希望を叶え、安心して出産・子

育てができる環境を整備する」の施策「結婚の希

望を叶える支援」において、リアル婚活イベント

やマッチングアプリ等の実施について検討し、出

会いの場の創出に取り組む。

P10

１．第３期人口ビジョン及び総合戦略の骨子(案)に対する意見と対応方針
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分
類 委員からの主なご意見 市の対応方針 該当

箇所

魅
力
の
周
知

 最近は、地方から若い方も来ており、話を聞くと、

苫小牧の食べ物やお水を美味しいと言ってくれる。

皆さんに苫小牧を知っていただくという取組が必

要だと思う。

 基本目標に「地元の魅力を高め、住みやすい環境を

整備する」を位置づけ、本市の特徴をいかしながら、

魅力を高める取組を展開する。あわせて魅力の周

知・ＰＲに努める。

P11

住
み
や
す
さ

 住みやすさのアンケートでは、「住みやすい」と

の回答が多かったが、定住の戦略についても、住

みやすさと関連させ第３期総合戦略を進めていく

と良いのではないか。

 基本目標「地元の魅力を高め、住みやすい環境を整

備する」の数値目標に「苫小牧市は住みやすいと回

答した人の割合」を設定し、各取組を通じて住みや

すさの向上を図る。

P11

税
外
収
入
の
確
保

 地方を活性化させるのは、人が集まることと物が

集まること、お金が集まることが、大切である。

人や物を集める戦略というのは多いが、金を集め

る戦略はあまり無いような気がする。

 現行の総合戦略においても位置付けているが、税外

収入の確保に向けて、ふるさと納税に取り組んでお

り、今後も新たな返礼品の開拓など、さらなる寄附

額の増加に向けて取り組む。また、企業版ふるさと

納税やガバメントクラウドファンディングについて

も取り組む。

全体

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定

 総合戦略の中で特に目につくのが各KPIの数値であ

る。数値が先行しているが、その数値が出てきた

背景、根拠を今一度掘り下げて考え直すときでは

ないか。

 第２期総合戦略では、各個別事業にKPIを設定し、計

画を推進してきたが、目標の達成状況との結びつき

が明確ではないことや、事業によってはKPIの設定が

困難なものもあることから、第３期計画では事業ご

とではなく、各施策に対してKPIを設定する。

全体
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0２ ｜第３期人口ビジョン及び総合戦略（素案）について
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２. 人口の現状分析

３. 人口の将来展望

（１）人口動向の分析

人口減少に関する各種課題の要因を明確にするため、市民に対しアンケート調査を行い、結婚・出産・子育て、経済・雇
用等に係る現状や希望の把握、分析等を実施。

また、第３期から市外住民の移住意向や移住障壁等を把握、分析等を行うために、市外住民向けのアンケートを実施。

人口減少に関する各種課題の要因を明確にするため、国の人口統計データ等から本市の人口推移の現状や将来推計、産業
構造等の把握、分析を実施。

（２）市民意識の分析

（１）課題解決の方向性

総人口の推移や産業構造等の人口動向、市民や学生へのアンケート結果といった現状分析から、本市の課題を抽出し、課
題解決の方向性を整理。

①雇用環境を維持・向上し、若者が就職のため札幌市や首都圏に転出することを抑制する。また、進学などで一度転出した
若者のUターンを促進する。

②安心して結婚・子育てしやすい環境を整備することで、結婚・子育て世代の転入を増やし、合計特殊出生率を向上させる。

③域内交通の充実など生活環境を改善し、苫小牧市での暮らしのメリットをPRすることで、交流人口やUIJターンをより増
加させる。

④本市への移住を後押しするような移住支援を拡充することで、UIJターンをより増加させる。

２．人口ビジョン（素案）の概要

１. 計画期間

令和７年（2025年）～令和42年（2060年）
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2040年までに段階的に引き上げ
（合計特殊出生率 1.41⇒1.80）

移動率ゼロ＋20~30歳代の
純移動を引き上げ（-1.1％⇒1％）

②純移動率（社会動態）

推計値（単位：人）

2040年 2060年

149,921 125,654

現在の人口165,758人※ ⇒ 令和22年（2040年）15万人を維持・ 令和42年（2060年）13万人を維持

【①合計特殊出生率の目標】
令和2年（2020年）に閣議決定した「少子化社会対策大綱」において、基本的な目標として「希望出生率1.8」が掲げられた。
また、北海道人口ビジョンにおいても令和12年（2030年）又は令和22年（2040年）に合計特殊出生率が1.8になると仮定して人口推計を行っ

ていることを踏まえ、本市の合計特殊出生率の目標値を1.8とする。

①合計特殊出生率（自然動態）

【②純移動の目標値】
転出が多い20歳代と、今後の子育て世代となる可能性の高い30歳代において、平成27（2015年）～令和2年（2020年）までの人口の純移

動率が、ʷ1.1％であることと半導体工場やデータセンターの誘致等の企業誘致が加速することから本市の純移動率の目標値を第２期から引
き上げ、20歳代～30歳代で1％とし、その他の年代でゼロとする。

（２）将来展望人口のシミュレーション

（３）人口の将来展望

※令和6年9月末現在の人口
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２ 結婚の希望を叶え、安心して出産・子育てができる環境を整備する２ 結婚の希望を叶え、安心して出産・子育てができる環境を整備する

健康で安全な都市環境のもと、世代や性別に関わらず、豊かで明るく誰もが住みやすい「とまこまい」

２. 総合戦略の推進により目指す本市の姿

１ 仕事をつくり、安定した雇用環境を整備する１ 仕事をつくり、安定した雇用環境を整備する

３ 本市と関わる機会を創出し、新たな人の流れをつくる３ 本市と関わる機会を創出し、新たな人の流れをつくる

４ 地元の魅力を高め、住みやすい環境を整備する４ 地元の魅力を高め、住みやすい環境を整備する

６. 多様性に富んだ社会、安全・安心な地域づくりで地方創生を推進

４つの基本目標を実現するために
12の「施策」を展開

 第２期総合戦略の事業で継
続すべき事業

 新たに取組を検討している
事業

 中⾧期的な視点により検討
していくべき事業

各施策がＳＤＧｓのどの目標に結びついているのか、見える化を図り、行政の個々の取組が日本はも
とより世界が進める持続可能なまちづくりにつながっているのかを共有。

活気あふれる地域をつくるためには、誰もが居場所と役割を持ち、個人として尊重され、その個性と能力を発揮し、活躍で
きる地域社会を実現することが地方創生を推進する重要なポイント。
北海道で初めて宣言した「苫小牧市男女平等参画都市宣言」に掲げた、理念を念頭に各種事業を推進。

５. ＳＤＧｓの視点による地方創生

４. 施策の体系３. 基本目標

２．総合戦略（素案）の概要

１. 計画期間

令和７年度（2025年度）～令和11年度（2029年度）

9

本市のこれまでの総合戦略における取組や、国が示す、デジタル技術の活用によ
り、社会課題の解決や魅力の向上に取り組むべき施策の方向を基に、本市の優位
性を踏まえつつ課題認識や優先順位を考慮し、新たに４つの基本目標を設定。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用



【基本的方向】
〇 人手不足や人材確保等に向けた支援、時代の潮流を踏まえた企業誘致、立地企業への

サポートを進め、地域産業の活性化や競争力の強化につながる施策展開
〇 創業（起業）希望者への一貫したフォローによる中小企業者等の育成
〇 若年層（20歳代）の転出抑制及び転出者の再転入を促すための雇用環境の充実と、地

元学生を対象とした就職に必要な支援による地元就職促進

基本目標１ 仕事をつくり、安定した雇用環境を整備する

【数値目標】 「働く場」として魅力度、「地元優良企業」の認知度

① 進出・立地企業へのサポート機能の強化

② 創業・事業承継支援

③ 若者の地元就職の促進

施

策

戦略的企業誘致活動、立地企業の人材確保や雇用環境改善支援、コンサルティング等

創業支援によるスタートアップ企業、ベンチャー企業の創出、事業承継推進

地元学生の市内就職促進、UIJターン希望者等への合同説明会や企業のマッチング支援等

①若者の市内就職の促進 ②学生と地元企業との交流・連携機会の創出

③苫小牧における創業支援

⑮進出・立地企業への支援強化 ⑯地理的優位性をいかした企業誘致の促進

第２期 総合戦略の取組

１ 地元企業と学生との“つながり”を強化し、地元雇用の確保・拡大を実現

４ 産業競争力を高め、地域ブランド力を向上

⑧「ワーク・ライフ・バランス」を重視した職場の整備

⑥子育て支援・保育サービスの充実

⑫縁結びコーディネート機能の充実

第２期 総合戦略の取組

２ 子育てしながら仕事を続けられる社会環境の整備

３ 地元の魅力を強化、暮らしやすさ発信で移住を促進

⑦苫小牧の地域資源をいかした体験学習・地域づくりの推進

⑤ワーキングマザー＆ファザーの子育て応援

７. 「４つの基本目標」と「目標実現のための施策」の概要

基本目標２ 結婚の希望を叶え、安心して出産・子育てができる環境を整備する

【基本的方向】
〇 結婚希望者に対する支援等

〇 妊娠、出産、子育てに関する相談体制の充実や経済的な負担軽減などの必要なサポート、
仕事と子育ての両立や多様化する世帯構成に対応した支援

【数値目標】 出生者数（人口想定ﾍﾞｰｽで試算）、子育て環境や支援の満足度

① 結婚の希望を叶える支援

② 子育ての不安感を緩和し、健やかな育ちの支援

③ 仕事と子育ての両立支援

施

策

結婚希望者への出会いのきっかけづくりやマッチング等による結婚者数の増

母子保健や育児の相談体制構築等、副食費・給食費助成等

保育サービス等の充実、出産や育児等を理由に離職している女性の就職支援等

第３期 総合戦略の取組 第３期 総合戦略の取組
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基本目標２ 結婚の希望を叶え、安心して出産・子育てがで
きる環境を整備します【基本的方向】

〇 苫小牧出身者や本市に興味・関心のある層への情報発信、魅力資源をいかしたイベ
ントの実施による来訪機会の創出

〇 本市への移住検討者に対しての相談支援体制の構築と移住支援

【数値目標】 転入者数（定住人口数）、観光入込客数（交流人口数）

① 交流人口の拡大支援

② 関係人口の創出

③ 移住促進

施

策

来訪型イベントや本市の魅力資源を活かした取組

本市の特徴を活かした関係人口の創出、市外在住者へのシティプロモーション

移住希望者への効果的な情報発信と相談支援、移住者への支援

基本目標３ 本市と関わる機会を創出し、新たな人の流れをつくる

⑭苫小牧との継続的なつながりを持つきっかけづくりの推進

⑨苫小牧出身者への継続的な情報発信の拡充

⑩移住者の受入れ体制の充実

第２期 総合戦略の取組

３ 地元の魅力を強化、暮らしやすさ発信で移住を促進

⑪ご当地イベントを活用した交流人口の創出

⑰広域連携事業の推進

⑬郷土の魅力を伝える活動の推進

⑲ゼロカーボンシティ実現に向けた取組の推進

第２期 総合戦略の取組

３ 地元の魅力を強化、暮らしやすさ発信で移住を促進

４ 産業競争力を高め、地域ブランド力を向上

⑱持続可能な都市機能及び自然と共生した国際リゾートの形成

④Society5.0の実現に向けた技術活用の支援※ 位置付けなし

【基本的方向】
〇 市民が苫小牧市の理解を深め愛着を持てるように、本市の特徴を生かした魅力の向上と、

進学や就職を期に本市を離れた方が戻ってきたいと思える環境づくり
〇 災害から安全・安心を確保するための災害対策の強化
〇 地域コミュニティの活性化や生活利便性の向上等の生活環境の改善

【数値目標】「苫小牧市は住みやすい」、「卒業後も苫小牧市に住み続けたい」と答えた人の割合

① 地元の特徴を生かしたさらなる魅力の向上

② 災害時等に備えた安全安心なまちづくりの強化

③ 充実した都市機能の整備

本市の特産品PR、港湾産業都市としての環境整備、スポーツ振興など

地震や津波など大規模自然災害発生の備えの強化

施

策

基本目標４ 地元の魅力を高め、住みやすい環境を整備する

中心市街地のまちづくり、ＩＣＴ活用等による公共交通ネットワーク形成、
公共施設更新・改修・統廃合、ゼロカーボンシティの実現

第３期 総合戦略の取組 第３期 総合戦略の取組
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03 ｜今後のスケジュールについて
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Step 日程 会議の内容 国・北海道

９月20日
 第２期人口ビジョン・総合戦略の検証
 市民アンケート結果の報告
 第３期人口ビジョン・総合戦略骨子の説明

〇令和5年末（国）
・デジタル田園都市国家構想総合戦略改訂
〇5月 北海道創生協議会（北海道）
・次期戦略骨子策定に向けた議論
〇9月 骨子に対する市町村・団体意見照会

11月13日
（本日）

 第３期人口ビジョン及び総合戦略の骨子(案)
に対する意見と対応方針について

 第３期人口ビジョン・総合戦略（素案）の説明

〇８～10月 北海道創生協議会（北海道）
・次期戦略・人口ビジョン素案策定に向けた議論
・パブリックコメント、市町村・団体意見照会

11月 ー 〇11月 北海道創生協議会（北海道）
・次期戦略・人口ビジョン原案策定に向けた議論

12月～1月 ー 〇冬頃（北海道）
・次期戦略・人口ビジョン決定

1月  パブリックコメント結果報告
 第３期人口ビジョン・総合戦略（原案）の説明 ー

2月 ー ー

3月  第３期人口ビジョン・総合戦略の報告 ー

【第１回】
戦略会議

【第２回】
戦略会議

【第３回】
戦略会議

市議会提出

パブリックコメント実施

市議会提出

【第４回】
戦略会議
（書面会議）

※ 完成版の公表は令和７年４月１日を予定しております。

３.今後のスケジュールについて
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